
 

令和２年度 第７回 政策決定会議 会議録 

                                                                  

◆開催日時：令和２年８月１７日（月） 14：00～14：15 

◆開催場所：市長公室 

◆出席委員：永野市長、堤副市長、大下教育長 

                                                                     

◆審議事項 

・新斎場整備基本計画素案の報告について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・市民課⇒承認 

・岸和田市及び貝塚市による斎場の広域連携化に係る基本合意書案の締結について・・市民課⇒承認 

                                                                    

◆審議概要 

 

『新斎場整備基本計画素案の報告について』 

『岸和田市及び貝塚市による斎場の広域連携化に係る基本合意書案の締結について』 

 

〈説 明 者〉春木市民環境部長、生嶋市民課長、仲村主幹 

 

◎説明者から、案件及び政策調整会議における議論の内容を説明し、政策調整会議にて本件原案の

とおり承認された旨、報告。 

※案件内容は付議依頼書に基づき説明。政策調整会議における議論内容は、以下のとおり。 

      【政策調整会議における議論内容】 

① 岸和田市、貝塚市及び岸和田市貝塚市清掃施設組合の３者で基本合意書を取り交わすため、

前段に岸和田市貝塚市清掃施設組合を追記するなど、合意書（案）の内容を修正すること。 

② 概算工事費・設計費と 20 年間のランニングコストについては、73.45 億円と試算してい

るが、建設時及び建設後の環境衛生費等は今後必要に応じて協議していくこと。 

③ 政策決定会議において承認後、議会に報告、９月 20 日から 22 日にかけて、流木町・極楽

寺町・畑町の３町会にて地元説明会を実施し、10 月５日から 11 月４日までパブリックコメ

ントの実施を予定していること。 

④ 民間活力導入可能性調査は、建設だけでなく、運営・維持管理等も含め検討している。事業

方式の決定が令和２年度末であるため、予め基本計画を確定させる。事業者募集は基本計

画と調査報告書等をベースとして実施する予定であること。 

 

◎報告後、質疑応答 

 

〈堤 副 市 長〉ランニングも含めた総事業費と収入の２０年間の概算が分かるような資料を準備しておく

こと。大規模修繕のタイミングなど財政支出の見通しに必要になる。 

〈市 民 課 長〉承知した。収入については、現在の使用料を基に、算出することになる。 

〈市 長〉ランニングに係る経費負担の割合は、岸和田市貝塚市クリーンセンターの負担割合と同じ

割合であるか。 

〈市 民 課 長〉そうである。 



〈総合政策部長〉収入について、火葬１件あたりの使用料については、検討しているのか。 

〈市 民 課 長〉まだである。 

〈市 長〉以前、岸和田市単独での建設に向けて、基本構想までできていたところで、貝塚市から広

域化の申出があり、広域連携の検討を進めてきた。両市にとって有意義な連携となるよう

に進められていると思う。ただ、新しいことをするときには、マイナスなことも起こると考

えられるが、一つ一つについて、理由を説明できることが大事である。ここまでの進捗は、

両市の市民にとっても良いゴールに近づいていると思っている。あとは出来上がったもの

に対して色々な意見をいただくことになることも想定されるので、きちんと説明できるよ

うに進めていってもらいたい。 

〈総合政策部長〉本案件について、今回出た意見について資料を整理することとし、承認としてよろしいか。 

 

【異議なし】 

⇒本件を、原案のとおり承認する。 

 



別記様式（第 14 条関係） 

 

 

      令和２年７月 30日 

 

 

 

政策調整会議付議依頼書 

 

 

 

依頼者名   市民環境部長   

 

 

 下記事項について、効果的かつ効率的な市政運営実施のための会議の設置に関する規程第

14条の規定に基づき、下記のとおり付議を依頼します。 

 

 

記 

 

付議事項名 

① 新斎場整備基本計画素案の報告について 

② 岸和田市及び貝塚市による斎場の広域連携化に係る基本合

意書案の締結について 

付議の目的 
（ポイントを絞り込んで、簡潔

に記載すること。） 

① 新斎場整備基本計画素案を作成したので、報告する。今後、

地元説明会、パブコメを実施する。 

② 新斎場について、岸和田市と貝塚市が共同実施することを取

り決める基本合意書案を作成したので、報告する。今後、地元

説明等を実施した後、締結する。 

 

説明者 

市民課 生嶋課長、仲村主幹 

 

 

付議事項の概要 様式別紙に記載（必ず別紙様式をご提出ください。） 

 



別紙

★取組の目的

★総合計画上の位置付け

基本目標

↑ここにコードを入力 達成された姿

目指す成果

行政の役割

★現状と課題

（単位：千円）
予算額

H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

10,821

7,535

15,072

8,867

9,220

8,000

8,867

14,589 7,536

3,767 7,536

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

       

★当該事項に関連する人員増の必要性※

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

★取組の効果を表す指標

単位 H30年度 R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

① 件 3,086 3,104 3,141 3,178 3,215 3,252 3,289 3,331

② 件 163 166 168 170 172 174 177

※事業費及び人員を確約するものではない。

93,500

4,595,303

4,688,80361,220

30,610

30,610

2,344,401

586,100

1,758,301

計

4,750,023

●現斎場は、岸和田市昭和46年、貝塚市昭和57年に開場した施設で老朽化しており、今後増えゆく火葬需要に対応していくため、新斎場を早期に整備
する必要がある。
●令和元年度は、広域連携手法調査を行い、両市共同で斎場整備・維持管理を実施した方が、各市単独で実施するよりメリットがある結果となった。
●その結果に基づき、令和２年６月、広域連携協議推進に係る基本協定書を締結した。
●令和２年度は、斎場整備に伴う生活環境影響調査を行い、地元住民と都市計画審議会への説明準備を進めるとともに、
　 事業方式選定調査を行い、ＰＦＩ方式等の民間活力の導入を検討し、事業方式を決定する。
●基本計画素案と基本合意書案について、地元説明会を９月に開催する。基本計画素案について、１０月にパブコメを実施する。

人員増の必要性

その他（貝塚市負担金）

地質調査

旧施設有害物質調査

財源内訳

事業費

決算（見込額） 見込額

生活環境影響調査

事業方式選定調査

火葬炉整備事業者選定アドバイザー契約

建設工事施工監理

44,000

対象 新斎場整備・維持管理にかかる広域連携

どのような
状態を目指す

岸和田市と貝塚市が、共同で新斎場整備・維持管理を行うことで、広域連携による効率化を図る。

108030102

（コードは「総計体系」を参照）

有

国費

府費

起債

一般財源

各種設計・工事

目標値

指標名

年間火葬件数（両市合計）

年間火葬待機件数（両市合計）

付議会議

付議事項

令和２年度　　第７回会議

① 新斎場整備基本計画素案の報告について
② 岸和田市及び貝塚市による斎場の広域連携化に係る基本合意書案の締結について

無

実施中の取組及び予定する事項

Ⅰ－８　みんながみんなを大事にし、見守る

(3)ともに支えあう地域社会になっている

①お互いに助けあう地域の関係ができている

イ　葬儀や埋葬が支障なく行われるようにする

土壌汚染状況調査

広域連携手法調査


